[Special Issue] \u27Current Status and Issues of Japanese Language Education at Overseas Higher Education Institutions: Verify the Invisible Context from Japan : Karoli Gaspar University and Japanese Language Teaching: Impact of the Bologna Process, and Our Effort Afterwards by 若井 誠二
【特集】海外の高等教育機関における日本語教育の現状と課題：日本からは見えない文脈を検証する
 
 ― 1 ―  
 
研究論文  
カーロリ・ガーシュパール・カルビン派
大学と日本語教育 
―ボローニャプロセス導入による影響と、その後― 
若井 誠二 
要 旨 
カーロリ・ガーシュパール・カルビン派大学（以下、カーロリ大学）日本学科は
1995 年に創設された。同日本学科は、中等教育機関との連携を重視しつつ、高度
な日本語能力や日本文化への高い理解力を身につけた社会人の育成を目指してい
る。ハンガリーは 2004 年に法の改正を行い、ボローニャプロセスを導入した。結
果、高等教育機関は入試を初めとする大幅な制度改正を余儀なくされた。これによ
り、カーロリ大学日本学科においても、学生の質や量の変化、中等教育レベルの日
本語教育とのアーティキュレーションの断絶、教職課程の廃止などの困難に直面し、
それから 10 年以上たった現在においても、学科運営の大きな負担となっている。
しかし、カーロリ大学日本学科は、学生の力も借りつつ地道な学科改善活動に取り
組み、将来の教職課程復活を目指して、中等教育機関の日本語教員と共に一歩ずつ
前に進もうと努力している。 
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1．カーロリ大学日本学科の誕生と日本語教育への関わり 
ハンガリーで日本語学習への関心が高まり、大学などでの日本語教育が始まったのはツ
ラン民族運動が盛んになった 1920 年代であった 1。第二次世界大戦開戦後の 1942 年より
日本との国交が回復する 1959 年までは日本語教育も中断したが、国交回復後は、再び大
学などで日本語教育が再開された。1980 年代半ばにはエトヴォシュ・ロラーンド大学に日
本学専攻が設置され、同年代後半には初等・中等教育機関でも日本語教育が始まった。 
1989 年の社会体制転換後、1991 年に国際交流基金ブダペスト事務所（現日本文化セン
ター）が設立され、1992 年に国際協力事業団（現国際協力機構）が日本語教師（青年海外
協力隊員）の派遣を始めると、ハンガリー全土に日本語教育が広まり学習者数も急増した。
飾りやヘッダーは後から印刷業者が入れます。テンプレートの余白を
変更・削除しないでください。 
論文の種類（研究論文・展望論文・研究ノート）は入力してください。 
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この流れを受け、1993 年には JLPT、そして日本語スピーチコンテストの実施が始まり、
1995 年にはエーレッチェーギと呼ばれる中等教育機関卒業試験の科目に日本語も加えら
れた。日本語教師同士の情報交換も盛んとなり 2001 年には日本語教師会も設立された。 
カーロリ大学は、この日本語教育発展期とも言える時期にあたる 1994 年に日本学科入
学準備講座（初級日本語講座）をスタートさせ、翌年、主専攻の日本学科（5 年制の学士・
修士一環課程）を開設した。当時既に日本学専攻を設置していたエトヴォシュ・ロラーン
ド大学では研究者養成が第一の目標に掲げられており、入学試験でも筆記では日本学に関
する内容の翻訳（英語からハンガリー語、日本語からハンガリー語）、口頭試験では日本学
に関する質疑応答がハンガリー語で行われていた。また、日本語教育学は学問ではなく技
術であると位置づけられ、卒業（修士）論文のテーマとして日本語教育学を選ぶこともで
きなかった。一方、カーロリ大学日本学科は、研究者養成も目標の 1 つとして掲げてはい
たが、高度な日本語能力や日本文化への高い理解力を身につけた社会人の育成を第一の目
標とした。そして日本語教育学も重要な卒業論文のテーマの 1 つとして位置づけた。また、
中等教育機関の日本語教育との連携を重視し、入学試験も筆記試験はエーレッチェーギ日
本語試験と同レベル（当時の JLPT3級合格以上レベル）の基礎日本語試験とし、口頭試験
においても日本語会話が試験項目に組み込まれた。中等教育機関で日本語を学ぶ機会に恵
まれなかった受験希望者に対しては、入試準備講座を開設してこれに対応した。カリキュ
ラム面では、日本学専門科目（言語学・文学・歴史学・社会学）とともに日本語授業（会
話、文法、読解、作文）も設置され、卒業までに JLPT2級合格レベル以上に達することが
目指された。卒業（修士）論文提出条件として、日本語試験も課題に含まれる基礎試験合
格が義務付けられ、また卒業試験の 1 つとしても日本語の試験が課せられた。卒業論文は
日本語での執筆も認められ、ハンガリー語で執筆した際には、日本語要約を添えることが
義務付けられた。 
日本学科には日本語教職課程も設置された。同課程は 3 年次よりスタートし、日本語教
員免許取得を目指す者は、学部共通の教育・心理学の授業と平行して、学科内に開設され
た「日本語教授法Ⅰ～Ⅴ」を受講した。同コースは、中等教育機関でも日本語を教える教
員が担当し、以下のカリキュラムが組まれていた。 
 
表 1 「教授法Ⅰ～Ⅴ」のカリキュラム 
Ⅰ～Ⅲ コースデザイン、エーレッチェーギに合わせた指導法、授業運営、モチベーションや自
律など学習者育成に関する理論 
Ⅳ マクロティーチングを通じた、授業実践や授業分析の実践 
Ⅴ 入試準備コースの生徒対象の日本語コース立ち上げ、及び運営 
 
教授法等の単位を取得した者は、中等教育機関で教育実習を行った。実習は日本語授業
見学 30 時間、他教科見学 20 時間、教壇実習 15 時間、そして受け入れ機関およびカーロ
リ大学の関係者も評価者として参加する試験授業で構成されていた。更に、教職免許取得
希望者は卒業論文に自らの研究結果をハンガリーの日本語教育にどのように活用できるか
について 1 章を割くことも義務付けられた。 
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教職課程に在籍する学生は、ハンガリーの日本語教育普及を支える活動も行った。教材
面では、当時中等教育機関で使用されていた日本語教科書のハンガリー語版文法説明書を
作成し、情報面では各種試験（国家外国語試験やエーレッチェーギ、JLPT）の受験対策
情報をまとめた。また、初等・中等教育機関で日本語教員の欠員が出た場合には授業の代
講をしたり、日本語教育が行われていない学校教育機関に出かけ「日本の日」なども開催
した。日本語教員免許取得者の多くは、卒業後、中等教育機関の教員となった。現在ハン
ガリーでは、中等教育機関 6 校において日本語が第二外国語として教えられているが、こ
の 6 校すべてでカーロリ大学の卒業生が日本語教育に携わっている 2。 
2．転換期とカオス 
欧州各国は、学位認定の質と水準を国を超えて同レベルのものとして扱うことを目指す
ボローニャプロセスを導入している。ハンガリーも 1999 年にボローニャ協定に調印し、
2002 年から 2004 年までの 2 年間、ボローニャプロセス導入に向けた調査プロジェクトを
実施した。そして 2004 年 5 月の EU 加盟後、同年 7 月にボローニャプロセス導入による
新高等教育法のコンセプトに関する政府決定が発令され（2004 年第 1068 号）、8 月には公
教育法修正（2004 年第 232 号）、エーレッチェーギ規則修正（2004 年第 233 号）、高等教
育機関入学試験規則修正（2004 年第 234 号）に関する政令が発令された。さらに同年 12
月には、高等教育機関における学士課程 3 年・修士課程 2 年の制度導入に関する政令（2004
年第 381 号）が発令された。これら法改正を経て 2005 年度に大学入試が大きく変わり、
2006 年度には、それまでの学士・修士一環課程（5 年制）が学士課程 3 年・修士課程 2 年
に変更となった。ハンガリーの日本語教育もこの変化に伴い大きな転換期を迎えることと
なった。特に日本語教育に関し、カーロリ大学教員の頭を悩ませることになった点は「中
等教育機関における日本語教育の停滞」「中等教育機関と大学との日本語教育の連続性
（アーティキュレーション）の崩壊」「大学日本学科の質の変容」の 3 つであった。以下、
それぞれについて簡単に説明する。 
2.1 初等・中等教育機関における日本語教育の停滞 
国際交流基金の調査結果によると、
2003 年に 1,000 名を超えたハンガリー
の日本語学習者は欧州連合加盟以降も増
加傾向を示している。一方、中等教育機
関に限っては逆に日本語学習者が減少傾
向にある（図 1）。 
この背景にはいくつかの要因が考えら
れる。まず、ハンガリーの欧州連合加盟
に伴う青年海外協力隊の撤退により、地
方の中等教育機関で日本語教育が続けら 図 1 日本語学習者数の変化
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れなくなったことがある。また、2005 年の入試改革に伴い、日本語未習者でも日本学科に
進学可能となったこと 3、更に 2011 年から 2015 年にかけて日本学科の入試科目から日本
語が外されたことで、第二外国語としての日本語授業を取りやめた学校が出てきたことも、
中等教育レベルの日本語教育にダメージを与える結果となった。これに加え、5 年制だっ
た大学が、3 年＋2 年の制度に変わった際に、修士課程に置かれるはずであった日本語教
職課程がアクレディテーション（認定）委員会に認められず、以降、日本語教員を養成で
きなくなったことも中等教育レベルの日本語教育にマイナスの影響を与えることとなった。 
2.2 中等教育機関と大学の日本語教育の連続性の崩壊 
ハンガリーでは 2003 年政令第 243 号により、ナショナル・コアカリキュラムが改訂さ
れ、初等・中等教育における第一・第二外国語教育を CEFR に従って行うことが明文化さ
れた。これに伴い、第一外国語は中等教育機関卒業までに B2、第二外国語は B1 レベルに
達することが目指されるようになった。そして 2005 年にエーレッチェーギが上級と中級
に分類され、外国語に関しては上級エーレッチェーギで 60％を獲得すれば国家外国語試験
中級（B2）40～59％であれば初級（B1）の合格証が手に入れられるようになった。中等
教育機関で第二外国語として日本語を学ぶ生徒の中には、この制度を利用して日本語上級
エーレッチェーギを受験し、B2 あるいは B1 の国家資格を取るものも多い。一方、大学日
本学科では日本語未習者でも入学が可能になり、実際に入学生の 8 割以上が未習者となっ
たため、学内の日本語教育カリキュラムを未習者を対象としたものにシフトせざるをえな
くなった。このため、中等教育機関で日本語を学び、エーレッチェーギで B1 や B2 を取
得した学生が満足できるカリキュラムの提供が難しい状態となった。 
2.3 大学日本学科の質の変化 
サブカルチャー人気に支えられ、未習者でも入学が可能となったエトヴォシュ・ロラー
ンド大学やカーロリ大学の日本学科には、受験生が殺到するようになった。そして大学側
も定員を増やした結果、大量の学生が両大学の日本学科に入学するようになった。カーロ
リ大学日本学科では 2006 年度では 130 名だった学生数が、2009 年度には 245 名、2014
年度には 355 名、そして 2017 年度には 450 名にまで増加している。また、大学独自で入
学試験を行っていた頃は、エトヴォシュ・ロラーンド大学だけではなく、カーロリ大学日
本学科でも口頭試験において志望動機や日本学で興味を持っている分野についての質疑応
答を行い、それを合否の判定材料にしていた。しかし、現在の入試制度では大学教員が受
験生と接する機会はなく、日本学とは何かを全く知らない学生も数多く入学することと
なった。更に、5 年制が 3＋2 年制となったことで、特に学士課程での日本学の講義内容が
浅く薄いものとなり、日本語も一部の学生を除いて日本語の専門書を読みこなしたり、企
業通訳の即戦力として活躍できるほどの実力を身につけるのが困難な状況となった。 
3．現状打破に向けた取り組み 
入試改革や高等教育法改正より既に 10 年以上の年月が経っている。しかし、学科内の
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日本語教育、そして中等教育機関との連携については、現在も課題が重くのしかかったま
まとなっている。以下、これらの状況をカーロリ大学がどう打破しようとしているのか、
現在の取り組みについて記す。 
3.1 日本学科内の日本語教育に対するニーズやレディネスの変化に対する対応 
3＋2 年制への制度変更を受け、日本学とは何か知らないまま入学する学生増加に対応
するため、カーロリ大学では、日本学科を志望する高校生向けに教員がそれぞれの専門分
野について書いた『Ismrjük meg Japánt!（日本を知ろう）』という一般書を出版した 4。
また、未習者用と既習者用に 2 種類の日本語教育カリキュラムも設置した。このように学
科は学生のニーズやレディネスに対応してきたつもりであった。しかし、新制度初年度
（2006 年）入学生が修士課程に上がった 2009 年度の後期（2010 年 2～5 月）に、これら
修士課程の学生に学士課程の学生に対するアンケート調査を行ってもらったところ、日本
学のカリキュラムに関しては大きな不満がなかったものの、日本語授業に対しては非常に
厳しい評価がなされていることが明らかとなった。 
 
表 2 学士課程日本語授業評価 
学年 5 段評価平均値 
1 3.68 
2 3.03 
3 2.71 
（2010 年春） 
 
特に強い批判の的となったのは、学士課程における日本語教育の目標と各科目の位置づ
け、そして各科目の目的が明らかになっていないという点であった。ちょうどカーロリ大
学では、複言語主義が外国語教育に対し期待する点（表 3）の①を達成させるために、学
士課程の卒論提出の条件となっている日本語基礎試験の参考書に『日本を知る―その暮ら
し 365 日』（スリーエーネットワーク） 5を指定し、授業でも同教材を積極的に利用し始め
たところであった。そこで②にあたる部分として、特に会話や作文の授業に関して「異文
化に悩むハンガリー在住の日本人にハンガリーの事情を説明し、アドバイスができる人に
なる。」ことを目標として掲げることにした。 
 
表 3 複言語主義における外国語教育への期待 
①言語や異文化に関する知識などを用いて異文化間の交流に参加できるようになる。 
②言語的文化的寛容を身につけ相互尊重の態度を習得する。 
 
これに従い、日本語基礎試験の作文問題や口頭試験の問題もこの目標に沿ったものに変
更し（表 4）、各授業でも、コースの始めに学士課程の日本語教育の目標や各科目の位置づ
け、各科目の目的について時間をかけて説明するようにした。 
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表 4 日本語基礎試験の作文・会話問題 
作文問題 1： 『日本を知る』に記述されている内容について別のデータを用いて検証する。 
作文問題 2： 作文問題 1 のテーマについて、ハンガリーではどうなっているのか在留邦人向けに説
明（意見）文を書く。 
会 話 問 題： 作文問題 2 のテーマについてデータを調べ、日本とハンガリーの違いや日本人が特に
注意べき点などについて説明し、意見を述べる。 
 
また、卒業論文口頭試問と合わせて行われる卒業試験（言語学、文学、歴史学、社会学、
そして日本語のセクションに別れた口頭試験）についても、日本語セクションでは、「自分
が書いた卒業論文について、その論文の内容を知らない日本人が理解できるように説明し
質問に答えられること」をその目標として明示し、各授業に反映させるようにした。 
これらの修正を行なった翌学期（2010 年 9～12 月）、再度修士課程の学生にアンケート
調査を依頼した。結果、入学したばかりの 1 年生の評価は高かったものの、2・3 年生（前
回アンケート時の 1・2 年生）の日本語授業に対する評価は上がっていないという結果と
なった。学生からの報告書で強く指摘されたのは、会話授業のレベルが未習者のニーズに
合っておらず、単位取得に無理があるということであった。それまで未習者用には 1 年生
の段階で文法の授業を週 3 回行い、そこで会話の練習もできるようにしていた。一方で、
未修者も卒業までに既習者が取る会話の授業（Ⅲ～Ⅷまでの 6 つの講座）を全て受講する
ことが勧められていた。このため、未習者は卒業を 1 年ずらすか 2 年次か 3 年次に会話の
コースを掛け持ち受講する形をとらざるを得ない状況となっていた。学科は学生の指摘を
検討し、国際交流基金のサラリ ・ーサポート制度を利用して教員を 1 名増員した。そして、
1 年生未習者用の会話Ⅰ・Ⅱを設置し、卒業までにⅥまで受講すればよい形にすることで
この問題に対応した（表 5）。 
 
表 5 現在の学士課程の日本語授業（太字は会話授業） 6 
 1 年前期 1 年後期 2 年前期 2 年後期 3 年前期 3 年後期 
未 
習 
者 
文法Ⅰ［3］
会話Ⅰ 
文法Ⅱ［3］
会話Ⅱ 
文法Ⅲ 
会話Ⅲ 
読解Ⅰ 
（作文Ⅰ） 
文法Ⅳ 
会話Ⅳ 
読解Ⅱ 
（作文Ⅱ） 
文法Ⅴ 
会話Ⅴ 
読解Ⅲ 
（作文Ⅲ） 
文法Ⅵ 
会話Ⅵ 
読解Ⅳ 
（作文Ⅳ） 
既 
習 
者 
文法Ⅲ 
会話Ⅲ 
（作文Ⅰ） 
文法Ⅳ 
会話Ⅳ 
（作文Ⅱ） 
文法Ⅴ 
会話Ⅴ 
読解Ⅰ 
（作文Ⅲ） 
文法Ⅵ 
会話Ⅵ 
読解Ⅱ 
（作文Ⅳ） 
会話ⅤⅡ 
読解Ⅲ 
会話ⅤⅢ 
読解Ⅳ 
 
これらの経験を通じて、学科は学生によるデータを伴った問題点の指摘や改善のアイデ
ア提示の重要性を痛感し、それ以降も日本語授業の枠組みの中で、毎年、修士課程の学生
に、学科全学生を対象としたアンケート調査を依頼している。そして、各学生が調査結果
の分析と問題点指摘、改善のヒントを日本語でまとめたものを集め、『学科改善提言書集』
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として学科に提出してもらっている。これまでに 7 冊の『提言書集』が学科に提出されて
いるが、学科もそこで指摘された問題点や提示された改善のアイデアを参考に学科改善に
取り組んでいる。以下、特に日本語教育に関する改善点について記す。 
3.1.1 学習環境の改善 
ハンガリーでは語学学習に関して 1 クラスの学習者数が 15 名を超えると学習効果が下
がるという指摘がなされている（Fehér Könyv 2012）。一方、カーロリ大学では学生数の
増加に教員数や教室数が追いつかず、日本語の授業でも 1 クラスに 30 名以上が出席する
状況が続いていた。これを改善するため、教員を増員して 7 同じコースのクラスを増やし
たり、自由選択科目を新設するなどしてこの問題に対応している。また、修士課程の学生
用の日本語授業が少ないとの指摘より、学士課程に設置されている自由選択科目を学士・
修士共通科目とし、修士課程の学生も履修できるようにした。 
3.1.2 学生のニーズに合わせた科目新設・授業内容改善 
自由選択科目を設置する際には、学生からの提言を参考に学生のニーズを意識した科目
開設を心がけている。例えば、ブダペスト日本人学校への定期訪問をカリキュラムに組み
込んだ「日本の教科書分析」、あるいは「アニメで学ぶ日本語」「ニュースで学ぶ日本語」
「上級会話」などの科目がこれにあたる。また「電子メールの書き方を習うべき。」「日本語
の履歴書や、日本に留学した際に必要な（例えば、インターネット契約・解約の）手続が
問題なく行えるようにするべき」との指摘に応える形で、作文の授業にこれらを組み込む
などの対応も行っている。 
3.1.3 留学・就職 
期待に胸を膨らませて日本学科に入学はしたものの、将来の目標が見えないために、卒
業が近づくにつれ日本語学習のモチベーションが低下するという現象が幾度となく指摘さ
れている。この状況の改善を目指し、学科も交換留学の枠を少しでも増やせるよう努力し
ている。結果、現在では年間 15 名程度の学生が学生交流協定の枠組みで奨学金をもらっ
て留学できるようになった。また、2018 年からはハンガリー政府が出している奨学金への
応募にもチャレンジし始めている。これがうまく機能すれば、今後更に多くの学生を日本
へ送り出せる可能性がある。就職に関しても、不定期ではあるが説明会を開き、翻訳専門
コースの授業の枠内で、日系企業訪問をカリキュラムに組み込むなどしている 8。また、
2018 年に入り、人材不足に悩む日本企業が採用活動のためにハンガリーを訪れ、実際に学
生が採用されたり、サマージョブで学生を日本に送れるようになった。このように日本で
の就職に関しても、日本学科が学生に提供できるチャンスや情報が少しずつではあるが増
え始めている。 
3.2 中等教育との連携に対する取り組み 
ハンガリーでは 2012 年に教員養成に関する 2012 年法令第 283 号が発令され、それま
で修士課程に置かれていた教職課程が 5 年制（＋1 年のインターン）の独立した課程となっ
た。同制度では 2 科目の教員免許の同時取得が義務付けられている。従って、例えば学生
が日本語と英語の教員免許を取得した場合、英語教師として採用された学校教育機関で、
新規に日本語クラスを立ち上げることも可能となる。更に、2013 年人材省令第 8 号によ
7
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り、2017 年度より教員養成学科が教員養成課程以外の修士号取得者に対する 1 年間の教
職課程を開設することも可能となった 9。現在、学校教育機関で働く日本語教員が産休に
入ったり、退職したりした場合に、資格を持った新しい日本語教員を充てられないという
状況になりつつある。しかし、もし 5 年制の日本語教職課程が設置されれば、修士号取得
者に対する短期教職課程もスタートでき、ハンガリーの中等教育における日本語教育の状
況も大きく改善することが期待できる。 
一方、独立した課程となったことで、教職課程を立ち上げるには、日本学科とは別に博
士号取得後に少なくとも 3 年間大学で教鞭を取り、日本語教育学における業績を持つ教員
が最低 3 名は必要となり、日本語教職課程創設のハードルが更に高くなっている。これも
あり、現在、日本語は第二外国語に位置付けられてはいるものの、ギリシャ語と並び、教
職課程が置ける 23 の言語のうち、これが設置できていない 2 言語の 1 つとなってしまっ
ている。 
カーロリ大学では日本語教職課程が廃止されて以降も、修士課程に教員免許取得を目的
としない日本語教授法のコースを設置している。しかし、中等教育との連携を今後も重要
視するのであれば、教職課程復活は欠かすことができないピースとなる。そこで、カーロ
リ大学では、日本語教職課程の立ち上げ・運営に携われる研究者を地道に育てていくこと
と並行して、2 つの視点を意識したプロジェクトも進めている。1 つは、将来教職課程で
必要となる教材・資料の作成である。そしてもう 1 つは、実習生やインターンの指導教官
となる中等教育機関の日本語教員との教職課程の創設・発展を目指した連携である。2015
年にはハンガリーの日本語教育を牽引してきた研究者・専門家、そして国際交流基金・ハ
ンガリー日本語教師会などと連携し『Japánnyelv-pedagógia Magyarországon（ハンガ
リーにおける日本語教育）』というオンライン冊子を作成し、2017 年にはこれを学術書と
して出版した 10。また、2016 年にはケルン大学で日本語教員養成に携わる専門家を招き、
中等教育機関の日本語教員と共に、日本語教職課程設立や運営に伴う中等教育と大学との
連携についての会議も開催した。そして、2018 年には、理論編としての『Japánnyelv- 
pedagógia Magyarországon』の対となる実践編の資料作成を目指し、実践研究集出版プ
ロジェクトをスタートさせた。同年 2 月にはワークショップを開き、セルビアの中等教育
機関で日本語を教える専門家を招いて実践研究のテーマを探る活動を行った。今後は 2018
年 9 月に実践研究のデータ取得や分析方法、2019 年 9 月に実践研究論文の書き方のワー
クショップを開く計画である。そして、2020 年度中には、実践研究論文集を発行したいと
考えている。カーロリ大学日本学科は、これらのプロジェクトを通して、教職課程復活だ
けではなく、復活後のスムーズな運営にも強くコミットしていきたいと考えている。 
4．今後の展開 
カーロリ大学日本学科はこれまで、学生から提出される『学科改善提言書集』などを頼
りに、欧州や国レベルのニーズだけではなく、学生のニーズも考慮した日本語教育の実現
を目指してきた。しかし、何のために日本語を学ぶのかという理由は学生によって違う。
従って、ニーズという視点だけで日本語教育を考えたり、ニーズを先回りして「○○のた
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めに日本語を学べ」と学生に訴えることが良いこととは思えない。日本学科としては、学
生のニーズを追いかけるだけではなく、日本語を学んでいるからこそ、日本語を知ってい
るからこそ得られる経験の場もできるだけ多く与えたいと考えている。例えば、カーロリ
大学では、数年前より年に 2 度、オンラインで広島の原爆被災者の話を聞き対話をすると
いうプログラムを始めている。また 2018 年からは翻訳の授業の枠内で、「原爆被災者の証
言ビデオに字幕をつける」というプロジェクトもスタートさせた。被爆者の声を聞き、そ
れを理解し、ハンガリー人に被爆者が語りたいと思っていることを伝える。これは日本語
を学んでいるから、学んだからこそできることである。2011 年に東日本大震災が発生した
際には、カーロリ大学の学生がいち早く地元警察に募金活動の許可を取り、ハンガリー市
民から募金を集め、これを大使館に届けた。そして日本語手話クラブのメンバーが手話に
よるビデオメッセージを耳が不自由な被災者に向けて発信した。現在在籍している学生は
当時のことは知らないが、福島大学と協定を結んだことにより、福島大学からの留学生に
福島の現状と復興の力について語っていただくプログラムが設置できるようになった。震
災の情報をもとに素早い行動をとること、そして現地の人の話を聞き、思い・願いを理解
し、未だにチェルノブイリかフクシマかというイメージしかないハンガリー人にそれを伝
えること、これらも日本語を勉強しているからこそできることである。修士課程の授業で
は、ドイツで日本語を学ぶ学生と移民問題についてのメッセージのやりとりが始まってい
る。ハンガリーとドイツは同じ EU 加盟国ではあるが、真逆とも言える移民・難民政策を
取っている。それぞれには言い分があり、どちらの国も国民すべてがその政策に賛同して
いるわけではない。そんな両国の学生同士が、冷静に個々の考えをやりとりできるのもお
互いに日本語を学んでいるからである。また、国際交流基金が主催する中東欧日本語教育
セミナーでの発表内容に刺激を得て、卒業論文の内容について話し合いを重ねる授業を立
ち上げようとする動きも出ている。自らが興味を持ち、長い時間をかけて研究している内
容について、日本語で語り合うことができるのも、やはり日本語を学んでいるからこそで
ある。 
もちろん今後も留学や就職という面でも更に力を入れていく必要はある。もっと学生が
効率的に日本語能力を上げられるようなサポートも考えていかなければならない。しかし、
これと同時に、（日本学科だからこそ可能な）日本語を学んでいるからこそできる経験の場
づくりというものも、多様な形で広げていきたいと考えている。 
注 
 1 ウラル・アルタイ語族を使用する諸民族（ツラン民族）の結束が重要とする思想。現在ではウラ
ル語族とアルタイ諸語は別々に扱われている。ハンガリー語はウラル語族のフィン・ウゴル語派
に属し、日本語はアルタイ諸語に含まれるという考えがある。 
 2 この他、カーロリ大学は 1997年より JLPT実施校となり、2001年より Japán-magyar nagyszótár
（日本語ハンガリー語大辞典）の編集をスタートさせ 2015 年にこれを出版した。また、2001 年
以降、旧東欧諸国を中心に毎年夏に開催されている「日本語教育連絡会議」の主催を 4 度つとめ
ている。 
 3 日本学科の入試科目は①ハンガリー語か歴史から 1 科目、②外国語、の 2 科目。外国語は日本語
でなくてもよい。 
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 4 Farkas Ildikó (szerk.) (2009) Ismerjük meg Japánt. Bevezetés a japanisztika alapjaiba, ELTE 
Eötvös Kiadó Kft., Budapest 
 5 板坂元（2003）『日本語で学ぶ日本事情 中級から上級へ 日本を知る―その暮らし 365 日』スリー
エーネットワーク 
 6 1 年生未習者用の文法Ⅰ・Ⅱは週 3 時間、その他のコースは週 1 時間（90 分） 
 7 2018 年 3 月現在、日本学科には常勤 15 名、準常勤 3 名、非常勤 7 名の教員がいる。このうち日
本語母語話者教員は 3 名で、日本語教育に（も）携わっている教員総数は 11 名である。 
 8 学士課程には、「マルチメディア」、「社会学・歴史学」、「翻訳学」、「文学・言語学」「中国学」と
いう専門コースがあり、卒業論文も基本的に所属する専門コースに合わせたテーマを選ぶ。 
 9 例えば英語学の修正号取得者が英語教員免許する等、専門が合っている場合に限り、1 年間で教
員免許（1 科目）が取得できる。 
10 Wakai Seiji, Sági Attila (szerk.) (2017) Kortárs Japanológia II. L'Harmattan Kiadó, Budapest 
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